新体操の歴史的変遷と採点規則の変化について by 高橋 衣代






























































































































































































































表 1 FIG （国際体操連盟）発足と新体操競技会の歴史




















































1965年 第 2回 プラハ大会〈チェコスロバキア〉
1967年 第 3回 コペンハーゲン大会〈デンマーク〉
1969年 第 4回 バルナ大会〈ブルガリア〉
1971年 第 5回 ハパナ大会〈キューパ〉
1973年 第 6回 ロッテルダム大会〈オランダ〉
1975年 第 7回 マドリッド大会〈スペイン〉
1977年 第 8回 バーゼル大会〈スイス〉
197B年 第 9回 ロンドン大会〈イギリス〉
1981年 第10回 ミュンヘン〈酉ドイツ〉
1983年 第 11回 ストラスプール大会〈フランス〉
1985年 第 12回 パリャドリッド大会〈スペイン〉
1987年 第13回 バルナ大会〈プルガリア〉
1989年 第 14回 サラエボ大会〈ユーゴスラビア〉
1991年 第15回 アテネ大会〈ギリシャ〉
1992年 第 16回 プリュッセル大会〈ベルギー〉
1993年 第 17回 アリカンテ大会〈スペイン〉
1994年 第 18回 バリ大会〈フランス〉






















Inl 問偕年・問偕11. 個 J 総合 H本戚緬
1 
プ1タ9ペ6ス3ト 1 スりサう7‘tト‘ ‘) Jり ソピエトト連連邦2 チェンJ ソピエ
3 卜うシリI¥' プルガリア
2 1 9 6 5 lミtJIさ チェコスロパキア
プラハ 2 クマうサ7ト／＼チェンJ チソビエト連邦パキ
3‘‘ ェコスロ ア
3 1 9 6 7 1 カ）W°チナ ソビエト連邦
コペンハーゲン 2 ~ゴレタ'j‘ 東ドイツ卜逍邦
3セ ソピエ
4 1 9 6 9 1キ`JI¥さ ブルガリア
日（個本初人総参合加は不出場）バルナ 2 ［へe／＼゚ プルガリア




5 1 9 7 1 1キ‘JII‘ ブルガリ翡ア •・・ 川五小向明林 妙み衣子さ代子 讐ハパナ 2 カル7゚チナ ソビエト3 ナミュティディ）＼さ） ソピエト
6 1 9 7 3 l シュク‘DI¥‘ ソピエト連邦 ・•・ 黒小カ川物林 幸美衣智子代代 鼠ロッテルダム 3l キりう‘JシIネ¥JさI¥‘ ブルガリ卜津ア邦ソビエ
7 1 9 7 5 1 リッシー 西 ドイツ
l, マドリッド 2 n 7-Vtク‘ン）＼・,ーク‘ スペドイイツン3 レ8 1 9 7 7 1 テ詞ルギ［ナ ソビエト連連邦バーゼル 2 DI¥' ソピエト3 1‘ 
プルガリ且ア， 1 9 7 9 1 テルギナ ソビエト卜
ロンドン 2 トーマス ソビエ
3 カ‘I¥ 沈゚リ ソビエト
10 1 9 8 1 lうVンJI¥‘ ブルガリア
．・ 浩倫貰子代美枝ミュンヘン 2 ぅイIりI、¥ナ‘"ト） ＼ ， プルガリア
ブルガリア
1 1 9 8 3 1キ`オ）しFl)I‘ ブルガリア •・・ 大秋山塚崎山 浩裕エ子リカストラスプール 2 イクふ‘、ナト1¥< ブルガリ連ア
2 へI]ク竺か）ーり ソビエト 邦
2 ぅレンJI¥' ブルガリア
12 1 9 8 5 1 キ‘、オルキ‘Iさ ブルガリア ・•. 大秋~.Ii 塚山m 裕桂エ子リカ 鳳）ゞ リャドリッド 2 イクゞナト1¥‘ プルガリア3 /¥0ン／＼゚ プルガリア
13 1 9 8 7 1)¥ C))＼゚ ブルガリア ••・秋＊藤塚野山 裕エ朱子美リカ 讐パルナ 2 イク、ナト）1さ ブルガリア2 ドナ7入力 ブルガリア
14 1 9 8 9 l ティ゚そシェンJ ソビエト連邦 •品秋山エリカ
4璽サラエボ 2 I¥）／＼゚ ブルガリア ・ 朱ゆかり
3 ス卜カ‘、ルナ7テスカ ブルガリト連ア邦 •美 42 3 さィア ソビエ
15 1 9 9 1 1 スカルテ‘‘ィナ ソビエト連邦
・・ 川大藤久野本保朱ゆ智か美美り ， アテネ 2 ティリモ）シェンJ ソビエト連3マ）＼‘‘ ブルガリア16 1 9 9 2 1 nティナ ロシア ・・川大本久保ゆ智か美りブリュッセル 2へC卜U/¥さ ブルガリア
3 Jし拉C卜抄［J ペラルーシ
17 1 9 9 3 1へ I‘ プルガリア ・•川山本田 海ゆ峰かり 憎アリカンテ 2 tv7ゞリ7‘ノスカヤ ウクライナ 15 
3 サ`リ庫‘I¥ゞ ロシア
18 1 9 9 4 1へC卜nI¥‘ ブルガリア ・山尾原朱麗子 噌lゞリ 2 がルキャリおネ}¥' ロシア •田子 32 
2'jJ ペラルーシ
19 1 9 9 5 lへC卜D)1‘ プルガリア •• 山尾田 朱海峰子 胃ウィーン l t w `リアンスカヤ ウクライナ 24 
3 ルl¥キcャテネl)ツンJナ ペラルーシ
ロシア
20 1 9 9 6 ＊個人種目なし
プタペスト
21 1 9 9 7 1 t"トリチェンJ ウクライナ •・松村氷田 里由絵香子里 胃ベルリン 2 リ7゚J7Aカヤ ロシア 19 
3 }＼ユ人リシナ ロシア
22 1 9 9 8 ＊個種目なし
セピリア
23 1 9 9 9 1カ／＼‘Iリ nシア ••松横永地里愛絵子 讐大阪 2ぅスルキナサJ ベラルーシ 22 









3 1967 1 ソビエト連邦
コペンハーゲン 2 チェコスロパキア くフープ6>
3 ブルガリア
4 1969 1 ブルガリア
バルナ 2 ソビエト連邦 くポール6> 日本初参加
3 チェコスロバキア ●団体総合 5位
5 1971 1 プルガリア
ハパナ 2 ソピエト連邦 くフープ3、ポール3> ●団体総合 5位
3 イタリア
6 1973 1 ‘ノピエト連邦
ロッテルダム 2 チェコスロパキア くロープ6> ●団体総合 7位
3 東ドイツ
7 1975 1 イタリア
マドリッド 2 日本 くロープ3、ポール3> ●団体総合 2位
3 スペイン
8 1977 1 ソビエト連邦
パーゼル 2 チェコスロバキア くクラプ6> ●団体総合 4位
3 ブルガリア， 1979 1 ソビエト連邦
ロンドン 2 チェコスロパキア くフープ6> ●団体総合 4位
3 ブルガリア
10 1981 1 ブルガリア
ミュンヘン 2 ソピエト連邦 くリポン3` ポール3> ●団体総合 4位
3 チェコスロパキア
1 1983 1 ブルガリア
ストラスプール 2 ソピエト連邦 くロープ3` フープ3> ●団体総合 7位
3 朝鮮民主主義人民共和国
12 1985 1 プルガリア
パリャドリッド 2 ソピエト連邦 くフープ3` ポール3> ●団体総合 6位
3 朝鮮民主主鶉人民共和国
くクラプ6> くフープ3、ボール3>
13 1987 1 プソピルエガトリiア
1ブルガリア 1プルガリア
パルナ 2 連邦 2ソビエト連邦 2中葦人民共和国 ●団体総合 5位
3 中葦人民共和国 3中葦人民共和国 3スペイン
くクフブ6> くフープ3、ポール3>
14 1989 1 フルガリア 1プルガリア 1ソビエト連邦
サラエポ 2 ソピエト連邦 2ソビエト連邦 2プルガリア ●団体総合 6位
3 スペイン 3スペイン 3スペイン
くリポン6> くボール3、ロープ3>
15 1991 1 スペイン 1ソビエト連邦 1ソビエト連邦
アテネ 2 ソピエト連邦 2プルガリア 2スペイン ●団体総合 6位
3 朝鮮民主主義人民共和国 2スペイン 3朝鮮民主主襲共和国
くリポン6> くボール3、ロープ3>
16 1992 1 ロシア 1ロシア 1ロシア
プリュッセル 2 スペイン 2イタリア 2ウクライナ ●団体総合 9位




18 1994 1 ロシア 1ロシア 1ブルガリア
/¥リ 2 スペイン 2プルガリア 2ロシア ●団体総合 5位
3 プルガリア 3スペイン 3スペイン
くポール3、リポン2> くフープ5>
19 1995 1 プルガリア 1スペイン 1ブルガリア
ウィーン 2 スペイン 2プルガリア 2スペイン ●団体総合 10位
3 ベラルーシ 3ロシア 3ペラルーシ
くポール3、リポン2> くフープ5>
20 1996 1 フルガリア 1スペイン 1スペイン
ブタペスト 2 スペイン 2ロシア 2ペラルーシ ●団体総合 6位
3 ベラルーシ 3ベラルーシ 3ウクライナ
21 1997 僭人競技のみ行われました 個人競技のみ行われましたc
ペルリン
くポール5> くフープ2、リボン3>
22 1998 1 ベフルーシ 1ロシア 1スペイン
セピリア 2 スペイン 2ペラルーシ 2ベラルーシ ●団体総合 8位
3 ロシア 3ウクライナ 3ウクライナ
くクフブ＞ くフーフ2、リボン3>
23 1999 1 ロシア 1ロシア 1ロシア
大阪 2 ギリシャ 2ギリシャ 1ギリシャ ●団体総合 4位







個人競技のみ行われた 2.スタイクレスク ルーマニア 山崎浩子 8位































2.ブルガリア 2.バテリシナ ロシア 山尾朱子 18位

































































































































































































































































運動名 中級駐度 高 度罪 度
波動運動および l. 1/4転向とともに上（本をひねりながら波動運 l. 片脚を体前で曲げ、足先を膝につけた姿勢か
その連続 1 動をし、平均運動。 1 ら大きく波動運動、後平均運動、さらに半回
（本を曲げる動作
回転
















8. 片脚を振り上げ、 1回転、直ちに反対方向に 2
回転。
9. 支持していない方の脚の位置を換えて同じ回

























ジャンプ ピポット バランス 要素群からの選択
浪点：高級難度の実施において、徒手の必須の要素群を入
れなかった場合、 1つにつき 0.30点。


































E JヽO ー̀：～、辺べ）・ーゴベニ牙べ’ 
4.鹿跳び 4.中間にステップを入れない 2回以
上連続の鹿跳び。
- JO/./l)/  

























































図2 バランスの難易度 (1990年度版 採点規則より抜粋）
72 高橋衣代
中級難度 高級難度
3. 胴の動きを伴うピボット (360)。 3. 胴の動きを伴うダブル・ピボッ
ト(720度）。
>”,、6守 -"'［＼ roノ 尺乃『『









〖り f9 『 〗7予?f/—]/
6. 360度の形の違うピボットを 2 6. 360度の形の違うピボットを 2
回、支持脚を替えながら連続して 回、支持脚を替えないで連続して
実施する。 実施する。
”1< プ 1〇、’1戸＼／介”11a／9 ／ft.ト/ 會『予冒予
7. 360度の連続ピボットを 2回、 7. 360度の連続ピボットを 3回、
そのつどかかとをつけて行う。 そのつどかかとをつけて行う。
恨¢ 吋叫1？＼／鷹只イ訂の必／ Iグl,ら1、叫]ィ〗0\/『P4 >%‘}/ 
図 3 ピボットの難易度 (1990年度版採点規則より抜粋）
新休操の歴史的変遷と採点規則の変化について 73 
中級難度 高級難度
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図 5 ジャンプの難易度 (1998年度版 採点規則より抜粋）
新休操の歴史的変遷と採点規則の変化について
バランス難度表






Fig. 10 Fig.3 
1.後方への開脚 ll.後方への開脚（頭の位置）
Fig. 1 Fig.4 
12. バックルでのバランス、上挙の脚 |12.バックルでのバランス（頭の位置）
を手またわ手具を使って支える
Fig. 12 Fi_g. 5 









15.バックルピポット (360度） I 11.バックルでのダプルピボット
片手または手具の助けを借りて
Fig. 15 
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Pll ・ P12 ・ P14 ・ P83 山陽印刷株式会社

















表6 表7-1 ~ 3 /1973年度版、 1990年度版、
1998年度版の採点規則
表8/1973年度版採点規則
表9/1990年度版採点規則
図1~ 4 /1990年度版採点規則
図5~ 8 /1998年度版採点規則
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